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フードバンクしまね 

あったか元気便事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の夏休みは、新たに二中、母衣小、川津小、朝酌小の４つの小・中学校の就学援

助世帯でも利用していただけることになり、松江市内の 24 の小・中学校に利用が広が

りました。７月の夏休み便では 555 世帯、2,026 人の方々に約 6.4 トンのお米、食品

を届けることが出来ました。 

７月、８月に届けるお米を確保する目処がたたず、「お米

SOS（緊急のお願い）」を発出し、お米の寄贈を呼びかけた

ところ、多くの方々から４トンを超えるお米を寄贈いただ

き、お陰様で 7 月分の約 4 トンを確保できました。 

この呼びかけに、「お米一合運動」（松江保健生協）や「宍

道湖のシジミ１㎏でお米１㎏を」「１口３千円で 10kg のお

米を送ろう」（ありがとう創造社）など、様々な創意ある取

り組みで支えていただきました。引き続き、お米をはじめ食

品の確保のため、みなさまのお力添えをお願いいたします。 

7 月 24 日、「子どもたちに心に残る夏休みの思い出

を」と、サクラ高等学院さんと一緒に「夏休み野外体験

～カヌーとバーベキュー体験」を開きました。 

  この日の企画には、松江しんじ湖温泉駅から秋鹿町駅

の区間の“一畑電車 乗車体験”もあり、１年生から６

年生までの小学生をはじめサクラ学院高校など総勢 20

人が秋鹿なぎさ公園で合流。 

9 日の土砂降りの大雨の中、松江合同青果（株）

さんからは、軽ワゴン車に満載したタマネギ

100kg、ジャガイモ 100㎏の寄贈をいただきま

した。11 日の受け取り日に、（社）上口福祉会の

ナスやミニトマト、キュウリなど 53㎏、（株）ふ

ぁーむ大根島さんの椎茸 5 ㎏などと一緒に、たく

さんの野菜を利用者の方々にお渡しできました。こ

の日は、（株）井ゲタ竹内さんの「淡塩さば」40

㎏、生協しまねさんの冷凍食品も受け取り食品にプ

ラスできました。 

 

子どもたちは、慣れない包丁を握り、野菜やお肉の

バーベキューの食材準備や炭火おこしなど、サクラ高

等学院のお兄さんやお姉さんに助けられながら準備し

ました。 

  午後は、指導員さんからカヌーの操作と安全の講習

を受けた後、思い思いに宍道湖にカヌーを浮かべまし

た。真夏の日差しの中、湖面には子どもたちの大はし

ゃぎする声が響いていました。 

6 月 13 日からはじまった食品チ

ェックや仕分け、パッキングには

18 日の最終日までにのべ 357 人

のボランティアさんに参加いただき

ました。このほか、大雨警報発令の

９日には、国分西日本山陰支店

（株）のみなさんが支店まるごと、

どしゃぶり雨のなか、ずぶ濡れにな

りながら食品の搬出・搬入作業を応

援いただきました。 

島大付属中学校

1 年生、3 年生

のみなさん 

おかあさんも子どもたちと

一緒に汗をながしました 

初めて参加した小学 3年生の Aさんは「カヌーを漕ぐのは、はじめは怖かったけど、

だんだんに面白くなって楽しかった」とずぶ濡れになりながら笑顔で話していました。

また小学 2年生の B さんのお母さんからは「たくさんお肉やトウモロコシを食べたよ！

と笑顔で帰宅しました。高校生のみなさんにも親切にしていただき、楽しい夏の体験あ

りがとうございました」とお礼が届きました。 

食品を中心にした相次ぐ物価の値上がりが利用者

はもとよりフ－ドバンクのとりくみをも「直撃」し

ています。みなさまのご支援をお願いいたします。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの大好きなハンバ－グを作ってもらえないでしょうか」という

調理依頼がフ－ドバンクの事務局に飛び込んできました。“おかあさんの

ためのレスパイト応援”の案内リーフレットを見て電話しました、という

フ－ドバンク利用者のおかあさんA さんからです。 

事情を尋ねると、A さんはコロナ感染の後遺症で味覚障害が長期にわた

り、通院治療中とのこと。母子家庭の Aさんにとって、家族３人のごはん

づくりは悪戦苦闘の毎日でした。「子どもの大好きなハンバ－グを」とい

うおかあさんの願いに、フ－ドバンク事務局は、早速、有償たすけあいシ

ステムおたがいさままつえ・やすぎに連絡、調理応援につながりました。 

応援時間は 1 時間半になりましたが、「子どもの笑顔応援基金」も利用

することができました。 

おかあさんに“子どもたちとゆっくり過ごせる時間”、

“おかあさんだけの時間”を届けたいと、有償たすけあ

いシステム「おたがいさままつえ・やすぎ」、地域つな

がりセンターの「子どもの笑顔応援基金」と協同し、

「おかあさんのためのレスパイト応援」に取り組んでい

ます。あったか元気便利用世帯のかたは１時間あたり

100 円でご利用いただけます。 

詳しくは、あったか元気便 ☎ 0852-67-7350 まで 

３年目の利用となります。中学生のお兄ちゃんもよく

食べるようになり、朝炊いた 5合のお米が綺麗にな

くなります。週に何回か麺の日を入れたりして節約し

ていますが、お肉が食べたいお年頃で、食費もかか

り、本当にやりくりが大変です。いつもメッセージと

元気便に心がほっこり温まります。（母子４人） 

去年から利用させてもらっています。今年は上の子

が受験の為、受験生の母でもありますが、いろんな

覚悟を持って頑張らなきゃ!と思っていたところ元気

便の案内がきてたくさんの方に励まされている感じ

がして、とても心強く、嬉しく思いました。感謝しかな

いです。本当にありがとうございました。（母子３人） 

皆さんがいてくださると思うだけで、とても心強

く感じます。物価高なので、いつも大変助かりま

す。いつも寄り添って下さり、本当にありがとうご

ざいます。（母子３人） 

1年生の頃からお世話になっております。毎回親

子でワクワクしながら箱を開けて机に並べて記

念撮影をしたりして、我が家の楽しみとなってい

ます。ボランティアの方々からの温かいメッセー

ジも子育てでいっぱいいっぱいになった私の支

えになっております。（母子２人） 

昨年から元気便を利用させていただき、大変あ

りがたく感謝しかありません。元気便はまさに宝

箱で、普段買えないようなお品も多く子供達は

大喜びです。また箱詰め作業の様子がテレビで

紹介されているのをたまたま拝見し、沢山の

方々が関わってくださっていることに涙が止まり

ませんでした。（母子４人） 

このような支援があることを初めて知りました。突然

の収入大幅減で戸惑い、なんとか軌道には乗れて

生活が送れています。このような支援を利用して良

いのか迷いましたが、ありがたく頂こうとおもいま

す。感謝します。（夫婦４人） 

ボランティア参加団体・企業のみなさま 28 団体・企業 

順不同、紙面の都合上、略称で掲載させていただいています（7 月個人の方除く） 

古志原地区民児協、大庭地区民児協、朝日地区民児協、城北地区民児協、津田地区民児協、城北公民館、

朝日公民館、白潟公民館、白潟地区社協、古志原高齢者クラブ、くにびき料理クラブ、スポンジテニスク

ラブ、くにびき学園銭太鼓クラブ、ダンスクラブ、松江キワニスクラブ、サクラ高等学院、未来学園、フ

リ－ダス、島根大学附属中学校、松江土建、国分西日本山陰支店、労協しまね事業団、グリーンコープ島

根、生協しまね、JA しまね、松江保健生協、島根県労福協、地域つながりセンター 

フ－ドドライブにご協力いただいた団体・企業のみなさま 59 団体・企業 

順不同、紙面の都合上、略称で掲載させていただいています（7 月お米除く） 

八雲公民館、白潟公民館、古志原公民館、生馬公民館、朝日公民館、大庭公民館、津田公民館、城北公民館、城西公民

館、古江公民館、雑賀公民館、乃木公民館、持田公民館、法吉公民館、大野公民館、忌部公民館、松江合同青果、（株）

ラッシュ、三栄ジャンボ、松江キワニスクラブ、ふぁーむ大根島、AndTrust、井ゲタ竹内、上口福祉会、金太郎の家、

松江土建、松江福祉公社、四葉福祉会、浄土宗本願寺派山陰教区、国分西日本山陰支店、善導寺、NTT 西日本島根グル

－プ、島根トヨペット、生協しまね、松江保健生協、介護医療院虹、松江生協病院、東京海上日動火災、パナソニック

インダストリ－労組松江支部、JA 島根中央会、JA 共済連島根、JA 島根厚生連、JA 全農島根事務所、中国生乳販売農

協（連）、バンブ－、リコ－ジャパン、（株）Sacos、島根県基金協会、第一生命、JP 労組、中四国農政局島根拠点、新

日本婦人の会、中国労金松江支店、県職連合松江支部、情報労連ＮＴＴ労組、電力総連ユニオン松江、市立中央小教職

員有志、中電ユニオン島根原子力支部、地域つながりセンター 

☎ 0852-67-7350 


